
題材の評価規準の各観点のつながり

曲想と楽器の音色や奏法との関わりに
ついて理解している。

創意工夫を生かした器楽表現をするた
めに必要な、曲にふさわしい奏法、身
体の使い方

左手での押さえ方と右手で弾くときの強
弱のつけ方が大事

優しい音を表現するには、リズムをゆっく
りしたものに変えたり、強弱の弱を意識し
ながら演奏するなどの工夫が必要

「知識・技能」

音色を知覚し、その働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関
わりについて考えている。

どのように演奏するかについて表現意
図をもっている。

ゆっくり弾いたら温かい感じだけど、強く
弾いたら激しくなる。

この場面は落ち着いた感じの雰囲気にした
いのでダウンストロークにして弱めにする。

「思考・判断・表現」

曲想と音色や音色と奏法との関係に関心をもち、主体的・協働的に
器楽の学習活動に取り組もうとしている。

「主体的に学習に取り組む態度」

各時の学習活動において、生徒の活動の様子、発言やつぶやきなど
を観察し、振り返りシートの記述を補完的に扱いながら評価する。
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